
様式第３号(第１２条関係) 

開 催 記 録 

 名 称 　令和７年度第７回吉川市下水道事業審議会

 
開 催 日 時 　令和８年２月６日(金）

午後　２時００分から 

午後　２時４５分まで

 開 催 場 所 　吉川市民交流センターおあしす　ミーティングルーム４

 
出 席 委 員 氏 名

菊池委員、小山委員、飯島委員、辻委員、篠田委員、山本委員、

森田委員、阿部委員、笠井委員、小林委員

 欠 席 委 員 氏 名

 

担当課職員職氏名

中原市長 

荒川都市建設部長　堀江副部長兼河川下水道課長 

倉田総合治水担当副主幹、曽我下水道担当副主幹　小木曽主査

 会議次第と会議の公

開又は非公開の別

　次第：別添参照 

　公開

 傍 聴 者 の 数 　２名

 非 公 開 の 理 由 　

 資 料 の 名 称 　別添参照

 

開催記録の作成方法

□録音機器を使用した全文記録 

　☑録音機器を使用した要点記録 

　□要点記録

 
会議録確認指定者 　笠井委員、小林委員

 その他の必要事項

 内              容 ■開会 

 

■議事 

〇下水道事業及び農業集落排水事業経営戦略パブリックコメントに

ついて 

事務局より下水道事業及び農業集落排水事業経営戦略パブリック

コメントについて説明 

【質疑応答】 

小山委員：本日、配られた資料には、手書きでグラフが追加されている

が、このグラフは経営戦略の完成版に反映されるか。 

事 務 局：このグラフは本日の説明用であるため、経営戦略の完成版に



 は掲載しない。 

菊池会長：他にご質問がないようなので、追記事項については、原案の

とおりとしてよろしいか。 

【異議なしの声】 

菊池会長：では、追記事項を原案のとおりとする。 

 

〇令和８年度吉川市下水道事業予算について 

事務局より令和８年度吉川市下水道事業予算（案）について説明 

【質疑応答】 

小山委員：30周年記念事業として、デザインマンホールを作成されると

のことだが、作成時期はいつ頃を予定しているのか。 

事 務 局：デザインマンホールは、現在、設置場所を選定している段階

であり、設置時期については、令和8年度の下半期を予定し

ている。 

 

〇令和８年度吉川市農業集落排水事業予算について 

事務局より令和８年度吉川市農業集落排水事業予算（案）について

説明 

【質疑応答】 

　（質疑無し） 

【菊池会長からの補足説明】 

　先日、国土交通省の水道課長と、総務省の公営企業室長と会う機会が

あった。国では、地方公営企業を取り巻く状況として、人口減少と施設

の老朽化を非常に危惧しているとのこと。それを踏まえて、今後の水道

事業としては、限界集落などにおいては、全体から切り離して、小さな

単位で個別に水道を供給する分散型システムを進めていく方針である

とのことであった。下水道についても、個別浄化槽に切り替えるなど、

分散型システムを進めていくものと思われる。 

　総務省においても、既設管の撤去費や転換費用に対して、企業債の発

行を認める様になった。個別浄化槽への転換に対する補助制度は現段階

ではないが、国では検討し始めているとのこと。 

吉川市では、皆さんで議論していただいた今回の経営戦略において、

農業集落排水事業から個別浄化槽への転換という選択をしたが、国の考

え方と合致していると言える。 

 



 

 ■その他 

・経営戦略は内部の手続きを経た後、ホームページにおいて広く市民

に対して、周知を行う。 

・予算案については、3月議会に上程する。 

・次回審議会を令和８年７月下旬～８月上旬に開催する。 

　（内容）経営戦略の進捗状況について 

　　　　　令和７年度下水道事業及び農業集落排水事業決算について

 　以上、会議の内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

　　　 

署名委員　小林　ちづる（自署）　　　　署名委員　笠井　誠司（自署） 


